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お知らせ版

「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのまち

平成27年（2015年）

　月　　日号 第232号4 15

に
関
す
る
お
知
ら
せ

税
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
市
民
税
担
当
（
☎
�
９
０
７
２
）、
同
課

資
産
税
担
当（
☎
�
９
０
７
３
）、同
課
収
納
担
当（
☎
�
９
０
７
４
）

月税目 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

軽自動車税 全
期

固定資産税 １
期

２
期

３
期

４
期

市 県 民 税 １
期

２
期

３
期

４
期

国 民 健 康
保 険 税

１
期

２
期

３
期

４
期

５
期

６
期

７
期

８
期

■平成27年度の市税の納期

■
市
税
の
納
期

　

平
成
27
年
度
の
市
税
の
納
期
は

上
の
表
の
通
り
で
す
。

■
固
定
資
産
税
・
第
１
期
の
納
期

　

固
定
資
産
税
の
第
１
期
の
納
期

限
は
６
月
30
日
㈫
で
す
。
納
税

通
知
書
は
６
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。

■
固
定
資
産
各
種
証
明
書
の
発
行

　

平
成
27
年
度
の
価
格
決
定
は
５

月
末
日
に
な
り
ま
す
。
27
年
度
の

証
明
書
の
発
行
は
﹆
６
月
１
日
㈪

か
ら
で
す
。

■
固
定
資
産
税
の
縦
覧
閲
覧
期
間

　

縦
覧
閲
覧
期
間
は
﹆
６
月
１
日

㈪
～
30
日
㈫
で
す
。

　

閲
覧
の
希
望
者
に
は
﹁
平
成
27

年
度
固
定
資
産
名な

よ
せ
ち
ょ
う

寄
帳
兼
課
税
調

書
﹂
を
無
料
で
発
行
し
ま
す
の
で
﹆

期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎東日本大震災による固定資産税の特例
　震災により住宅が被災した場合など、次の❶❷の通り固定資産税の特例があります。ただし
これらの適用には申告が必要ですので、詳しくは下記まで問い合わせください。

❶新たに土地を取得したが、住宅用の建物が建築予定、または年内未完成の場合
【被災代替住宅用地の特例（土地の課税標準の特例）】
　被災した住宅用地の所有者などが、その用地に代わる土地（被災代替土地）を平成33年３月
31日までの間に取得した場合、被災代替土地のうち、被災した住宅用地に相当する分について
を住宅用地とみなし、取得後に固定資産税が課税されることとなった年度から３年度分につい
ては、課税標準額が200平方㍍までは６分の１、それを超える分は３分の１となります。
❷新たに家屋を取得した場合
【被災代替家屋の特例（家屋の減額特例）】
　震災により滅失もしくは損壊した家屋（被災家屋）の所有者などが、被災家屋に代わる家屋
（被災代替家屋）を平成33年３月31日までの間に取得した場合、被災代替家屋のうち被災家屋の
床面積相当分に係る税額について、取得の翌年から４年度分は２分の１に減額、その後の２年
度分は３分の１に相当する額が減額となります。

■問い合わせ　市税務課資産税担当（☎68-9073）



　

特
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
「
市
の
財
政

へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　

　

本
年
度
に
基
本
設
計
を
完
了
し
、
実

施
設
計（
建
設
工
事
ま
で
の
一
括
発
注
）

に
着
手
し
、
29
年
度
の
完
成
、
30
年
度

の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

❶
基
本
構
想
↓
❷
基
本
計
画
↓
❸
建
物

答
．
市
本
庁
舎
の
整
備
に
は
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
制
度
が
な

く
、本
来
は
全
事
業
費
を
市
で

賄
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。本
事

業
で
は
市
本
庁
舎
の
建
設
費
や

用
地
の
取
得
費
の
一
部
に「
合

併
特
例
債
」を
活
用
予
定
で
す
。

こ
の
場
合
返
済
期
間
の
30
年
間

の
負
担
が
毎
年
約
７
８
０
０
万

円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。し
か

し「
合
併
特
例
債
」を
使
わ
ず
、

通
常
の「
一
般
単
独
事
業
債
」

と
し
た
場
合
、負
担
額
が
毎
年

２
億
２
３
０
０
万
円
に
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。【
表
１
参
照
】

　

以
上
の
理
由
で
、「
市
本
庁

舎
」
は
、
復
興
交
付
金
や
災
害

復
旧
費
を
活
用
し
て
整
備
す
る

予
定
の
「
防
災
・
地
域
活
力
創

出
拠
点
施
設
」「
宮
古
保
健
セ

ン
タ
ー
」
と
同
時
期
に
整
備
を

完
了
す
る
こ
と
が
有
利
だ
と
考

え
ま
す
。

問
．
事
業
費
が
巨
額
で
将
来
の

財
政
運
営
が
心
配
で
す
。
こ
の

時
期
に
整
備
し
て
も
大
丈
夫
で

す
か
？

2015.4.15 ❷広
報

基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

◆
市
民
説
明
会
を
開
催

　
「
基
本
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、
２

月
16
日
か
ら
27
日
ま
で
、
市
内
８
会
場

で
説
明
会
を
開
催
し
、
合
計
１
１
１
人

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

　
「
基
本
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、
２

月
15
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
ご
意
見
を

募
集
し
、
16
通
（
21
件
）
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
回
答
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）。

　

施
設
（
各
室
）
や
自
由
通
路
に
つ
い

て
の
ご
要
望
、
計
画
地
周
辺
の
道
路
環

境
や
洪
水
な
ど
の
災
害
時
の
対
応
、
市

の
財
政
状
況
や
整
備
時
期
に
つ
い
て
の

ご
意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
古
市
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
11
月
に
策

定
し
た
「
基
本
構
想
」（
広
報
１
月
１
日
号
）
を
基
に
検
討
し
た
結
果
、「
基
本

計
画
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

27
年
度
は
、
こ
の
基
本
計
画
を
基
に
施
設
の
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
市
民
の
参
画
と
協
働
お
よ
び
情
報
の
開
示
を
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、

事
業
の
進
み
具
合
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
復
興
推
進
課
、
各
総
合
事
務
所
、
各
出
張
所
、
市

立
図
書
館
に
計
画
書
を
備
え
置
く
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
可
）。

問
い
合
わ
せ　

市
復
興
推
進
課
市
街
地
施
設
推
進
室
（
☎
�
９
０
８
９
）　

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業

　
基
本
計
画
の
位
置
づ
け

  

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た

【表１】市本庁舎整備に係る負担額の試算比較表
借入期間：30年

元金償還の据置期間：５年
起債の利率＝２㌫

①合併特例債を
活用する場合

②一般単独事業債を
活用する場合

事業費（市本庁舎） 53億円 53億円
資金借入後の総負担額 71億8200万円 67億400万円
市の実質の負担額（a）

※国の地方交付税の優遇措置
23億4000万円
※措置あり

67億400万円
※措置なし

市の毎年度の実質負担額
＝（a）÷30年 7800万円 2億2300万円



設
計
↓
❹
建
設
工
事
↓
❺
完
成
・
供

用
開
始

【
上
位
計
画
・
関
連
計
画
】
宮
古
市

総
合
計
画
、
新
市
建
設
計
画
、
新
市

基
本
計
画
、
東
日
本
大
震
災
復
興
計

画
な
ど

◆
整
備
方
針

　

各
施
設
（
機
能
）
間
の
連
携
に
よ

り
、
参
画
と
協
働
を
進
め
「
市
民
が

主
役
と
な
る
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

拠
点
施
設
が
「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て

広
く
親
し
ま
れ
、
市
民
や
本
市
を
訪

れ
る
人
々
の
交
流
の
輪
が
ま
ち
に
広

が
る
よ
う「
市
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
」

や
「
宮
古
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由
通

路
（
避
難
通
路
）
の
整
備
」
な
ど
に

よ
り
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
や
に
ぎ
わ

い
の
創
出
を
図
り
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
施
設
を
整
備
し

ま
す
。【
上
図
１
参
照
】

◆
市
庁
舎
跡
地
の
利
活
用

　

本
庁
舎
や
分
庁
舎
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
11
月
に
立
ち
上
げ

た
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」（
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
継
続
開
催

す
る
な
ど
し
て
、
方
向
性
を
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。

◆
宮
古
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由
通
路

（
避
難
通
路
）
の
整
備

　

自
由
通
路
は
周
辺
に
人
の
行
き
来

と
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
し
、
災
害
時

は
避
難
通
路
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
基
本
と
し
て
検
討
し

ま
す
。

①
歩
行
者
用
通
路
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置

②
幅
員
４
㍍
程
度

◆
市
民
に
親
し
ま
れ
る
公
共
施
設
と

す
る
た
め
に

　

新
し
い
建
物
や
宮
古
駅
の
南
北
を

結
ぶ
自
由
通
路
に
つ
い
て
、
広
く
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

◆
建
物
規
模

　

将
来
の
想
定
職
員
数
や
議
員
数
な

ど
の
精
査
を
行
い
、
本
庁
舎
の
面
積

を
１
万
平
方
㍍
か
ら
９
千
平
方
㍍
に

見
直
し
て
い
ま
す
。【
下
表
２
参
照
】

　
ま
た
駐
車
場
・
駐
輪
場
は
、
現
在

の
設
置
状
況
や
利
用
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
駐
車
台

数
を
算
定
し
ま
す
。【
下
表
３
参
照
】

2015.4.15❸ 広
報

中心市街地拠点  基本計画

　
　
　
　
　
　

※
４
㌻
に
続
く

 

　
施
設
整
備
の

　
　
基
本
的
な
考
え
方

防災・地域活力
創出拠点施設

〜集い、学び、語らう、
にぎわいの拠点〜

市本庁舎
〜安全・安心な暮ら

しを支える拠点〜

宮古保健センター
〜健康なまちづくりを

支える拠点〜

〜市民が主役となるまち〜
■地域防災力の向上
　自助・共助・公助の連携・
一体化の促進
■相乗効果の創出
　市民の利便性の向上
■参画と協働の推進
　市民の活動拠点づくりと
「新しい公共空間」の創造

➡

図１　地域防災拠点施設の整備方針

 

施
設
計
画
に
関
す
る
考
え
方

【表３】駐車場・駐輪場の整備数

現況 整備数

駐車場 175台 180台

駐輪場 72㍍（120台） 72㍍（120台）

【表２】各施設の規模　　　　　　（単位：平方㍍）

施設（機能）名 基本構想 基本計画

防災・地域活力
創出拠点施設 4,410 4,400

市庁舎（本庁舎） 10,000 9,000

宮古保健センター 950 950

合計 15,360 14,350

➡
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◆
施
設
配
置

　

自
由
通
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
に

優
れ
、
歩
行
者
や
車
両
の
動
線
も
明

確
に
分
離
で
き
る
よ
う
、
施
設
を
敷

地
の
中
央
よ
り
西
側
に
、
メ
ー
ン
の

駐
車
場
を
東
側
に
配
置
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
設
計
を
行
い
ま
す
。
駐

車
場
は
災
害
時
の
対
応
な
ど
に
も
配

慮
し
ま
す
。
ま
た
敷
地
の
中
央
に
広

場
を
配
置
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

ま
す
。【
左
図
２
・
３
参
照
】

◆
施
設
構
成

　

行
政
機
能
と
交
流
機
能
を
一
棟
に

集
約
す
る
「
合
築
方
式
」
と
「
分
棟

方
式
」
を
比
較
し
た
結
果
、
来
訪
者

の
利
便
性
や
災
害
時
の
機
能
分
担
な

ど
の
面
で
有
利
と
想
定
さ
れ
る
「
分

棟
方
式
」
を
中
心
に
検
討
し
ま
す
。

設
計
時
に
建
設
コ
ス
ト
の
検
証
な

ど
、
詳
し
く
分
析
し
決
定
し
ま
す
。

◆
耐
震
性
能
・
耐
震
方
式

　

耐
震
性
能
に
関
す
る
国
や
市
の
基

準
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
人
命
の
安

※
３
㌻
か
ら
続
く

全
確
保
と
機
能
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
「
耐
震
」「
制
震
」「
免
震
」

の
耐
震
方
式
（
構
造
）
に
は
そ
れ
ぞ

れ
長
所
や
短
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

設
計
時
に
階
数
や
仕
様
を
確
定
し
た

う
え
で
、
費
用
対
効
果
を
検
証
し
て

選
定
し
ま
す
。

◆
概
算
事
業
費

　

他
自
治
体
の
事
例
を
基
に
、
建
設

物
価
の
上
昇
、
消
費
税
の
10

㌫
へ
の
引
き
上
げ
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
の

増
大
、
復
興
事
業
な
ど
の
影

響
を
考
慮
し
、
建
設
単
価
は

最
大
で
「
50
万
円
／
平
方

㍍
」
と
し
、
施
設
建
設
費
を

約
72
億
円
と
想
定
し
ま
す
。

そ
の
他
の
費
用
を
加
え
て

概
算
事
業
費
は
約
１
１
２

億
円
と
試
算
し
ま
す
。【
右

下
表
４
参
照
】

◆
整
備
財
源

　

復
興
交
付
金
、
災
害
復
旧

費
、
合
併
特
例
債
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
な
ど
を
想

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
源
を

活
用
で
き
る
期
限
内
に
整

備
を
完
了
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
般
財
源
の
抑
制
を
図

り
ま
す
。【
左
表
５
参
照
】

○
用
語
説
明

・
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
＝
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
緊
急
に
実

施
す
る
必
要
性
が
高
く
、
即
効
性
の

あ
る
防
災
・
減
災
対
策
に
必
要
な
経

費
に
対
し
て
充
て
る
こ
と
の
で
き
る

地
方
債
（
借
金
）
で
す
。
事
業
費
の

１
０
０
㌫
に
充
て
ら
れ
、
元
利
償
還

金
の
70
㌫
が
地
方
交
付
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
震
災
復
興
特
別
交
付
税
＝
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
被
災
地
の
地
方
負
担

分
に
つ
い
て
、
起
債
（
借
金
）
で
は

な
く
地
方
交
付
税
の
加
算
に
よ
り
措

置
さ
れ
ま
す
。

※
「
復
興
交
付
金
、
災
害
復
旧
費
、

合
併
特
例
債
」
の
用
語
説
明
は
、
広

報
平
成
26
年
８
月
15
日
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　
事
業
計
画

【表４】事業費の内訳

種別 金額（億円）

施設建設費 71.8

設計費、備品消耗品費、
外構工事費など 18.8

用地費、造成費など 13.4

自由通路（避難経路）
の整備費 8.0

合計 112.0

【図２】自由通路（避難通路）の整備イメージ

【図３】配置イメージ

自由通路
敷地内通路
広場
駐車場
施設

出
逢
い
橋

宮古駅
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◆
洪
水
対
策

　
「
宮
古
市
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」（
平
成
20
年
３
月
全
戸
配

布
）
で
は
、
計
画
区
域
一
帯
が
２
㍍

か
ら
５
㍍
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
洪
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
諸

元
」
や
「
堤
防
や
用
地
の
標
高
」、「
過

去
の
被
害
状
況
（
ア
イ
オ
ン
台
風
）」

な
ど
を
基
に
す
る

と
、
計
画
区
域
の

浸
水
は
最
大
で

１
・
５
㍍
程
度
と

推
定
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
県
が
所

管
す
る
閉
伊
川

水
系
の
河
川
に
つ

い
て
は
「
閉
伊
川

水
系
河
川
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
か
ら

は
市
街
地
の
浸
水

の
お
そ
れ
が
解
消

さ
れ
て
い
く
見
通

し
で
す
。

　

今
後
、
計
画
区

域
に
お
い
て
は
、

現
在
の
地
盤
の
状
況
や
、
河
川
の
整

備
状
況
を
考
慮
し
た
推
定
浸
水
深
を

定
め
、
費
用
対
効
果
を
考
え
な
が

ら
、
実
現
性
の
あ
る
対
策
を
検
討
し

ま
す
。（
対
策
例
＝
地
盤
の
か
さ
上

げ
や
建
物
基
礎
の
立
ち
上
げ
）。
ま

た
万
一
の
浸
水
時
の
ほ
か
、
災
害
時

を
想
定
し
た
業
務
継
続
計
画
と
復
旧

計
画
に
よ
り
、
災
害
対
策
の
拠
点
と

し
て
施
設
の
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

◆
交
通
対
策

　

周
辺
の
交
通
渋
滞
を
心
配
す
る
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
道
１
０

６
号
の
交
通
量
は
「
北
部
環
状
線
」

と
「
宮
古
西
道
路
」
の
整
備
に
よ
り
、

将
来
的
に
は
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ

市
街
地
の
交
通
の
円
滑
化
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
道
路
の
早

期
整
備
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。【
右
図
５
参
照
】

　

ま
た
、
八
幡
沖
踏
切
や
そ
の
前
後

の
市
道
の
改
良
に
よ
り
、
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
整
備
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。　

【図５】交通対策のイメージ図

拠点施設

【表５】財源の内訳

財源の内訳 金額
（億円） 主な整備内容

国の支援が
見込まれるもの

復興交付金 30.6 防災・地域活力
創出拠点など

災害復旧費 2.4 保健センター

合併特例債 50.4 市本庁舎

緊急防災・
減災事業債 8.0 自由通路（避難

通路）

震災復興
特別交付税 12.6

市が負担するもの 一般財源 8.0

合計 112.0

　
今
後
の
課
題



　ゴールデンウィーク期間中のごみ
の収集は、田老・新里・川井地域は
通常どおり収集します。宮古地域は
右の表の通りです。
　ごみは、収集日の朝８時までに決め
られた集積場に出してください。　
　小山田のごみ処理場は、日曜日を
除き毎日稼動していますが、ゴール
デンウィーク期間は混雑が予想され
ますので、時間に余裕を持って搬入
してください。
■問い合わせ　【収集】市環境課きれ
いなまち推進室（☎64-6488）、【搬入】
宮古地区広域行政組合施設課（☎64-
7111）

ゴールデンウィーク期間中の
ごみ収集について

2015.4.15 ❻広
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「
医
療
給
付
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

　

市
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
、
小
中
学
生
、
妊
産
婦
、
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
、
寡
婦
の
人
に
対
し
、
医
療
費
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
給
付
す
る
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。問

い
合
わ
せ　

市
総
合
窓
口
課
医
療
給
付
担
当（
市
役
所
１
階
、☎
�
９
０
７
６
）

対象者 資格要件 所得要件

乳幼児・
小中学生

出生から中学校卒業（15歳になっ
た後の最初の３月31日）までの人 
※中学生は平成27年４月診療分か
ら対象

なし

妊産婦 妊娠５カ月目になる月の初日か
ら、出産の翌月末までの人 なし

重度心身
障害者

○身体障害者手帳１級・２級の人
○障害基礎年金１級の人
○特別障害給付金１級の人
○特別児童扶養手当１級の人
○療育手帳A判定の人

なし

ひとり親
家庭など

○死別、離別などによるひとり親
家庭で、18歳未満（※）の子を扶
養している親とその子
○死別などにより両親のいない18
歳未満（※）の子

なし

寡婦

○70歳になる月までの、配偶者の
ない女性で、かつて母子家庭とし
て18歳未満（※）の子を扶養して
いた人
○70歳になる月までの、配偶者の
ない女性で、現に18歳以上20歳未
満の子を扶養している人

○本人が住
民税非課税
○世帯員が
住民税非課
税または住
民税均等割
のみ課税

※18歳未満＝18歳になった後の最初の３月31日まで対象

■
申
請
方
法　

保
険
証
、振
込
先
に
指
定
す
る

通
帳
、印
鑑︵
認
め
印
可
︶を
持
参
し
、総
合
窓

口
課
医
療
給
付
担
当
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
寡
婦
の
所
得
要
件
で
非
該
当
と
な
る
人
も
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
来
年
度
以
降
の
所
得
判
定

の
結
果
、
該
当
す
る
場
合
は
受
給
者
証
を
お
送

り
し
ま
す

※
﹁
妊
産
婦
﹂
の
申
請
の
際
は
母
子
健
康
手
帳
、

﹁
重
度
心
身
障
害
者
﹂
の
申
請
の
際
は
障
害
の

程
度
が
分
か
る
書
類
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い

４月 ５月

27 28 29 30 １ ２ ３ ４ ５ ６

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

燃やせるごみ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

燃やせないご
み ○

プラスチック
製容器包装 ○ ○ ○ × × ○

資源物 ○ ○ ○ × × ×

※プラスチック製容器包装＝４月29日㈬・30日㈭の収集は、
第５週のためありません。５月４日㈪・５日㈫は休み、６日
㈬は収集します
※資源物＝４月29日㈬・30日㈭の収集は、第５週のためあり
ません。５月４日㈪～６日㈬の収集は休みます

期日

種別

○＝通常の収集　　×＝休み
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

次
の
条
件
を
満
た
す
人
を
対
象
に
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
な
お
補
助
を
受
け
た

場
合
、
設
置
後
１
年
間
、
月
ご
と
の
発
電
量
、

売
電
量
、
買
電
量
の
報
告
が
必
要
で
す
。

■
補
助
の
対
象　

次
の
❶
～
❾
の
全
て
の
要
件

を
満
た
す
人
。

❶
工
事
着
工
前
の
申
請
で
あ
る
こ
と
。
❷
居
住

す
る
、
市
内
の
住
宅
へ
の
設
置
で
あ
る
こ
と
。

❸
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。
❹
発
電
さ

れ
た
余
剰
電
力
は
電
力
会
社
に
売
電
す
る
こ

と
。
❺
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
10
㍃
㌾
未
満

で
あ
る
こ
と
。
❻
シ
ス
テ
ム
価
格
が
１
㍃
㌾
当

た
り
60
万
円
以
下
︵
税
別
︶
で
あ
る
こ
と
。
❼

未
使
用
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。
❽
県
内
に

本
店
、
支
店
、
営
業
所
な
ど
を
有
す
る
販
売
店

や
施
工
業
者
が
施
工
す
る
こ
と
。
❾
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
、
実
績
報
告

書
を
提
出
で
き
る
こ
と
。

■
補
助
金
の
額　

１
㍃
㌾
当
た
り
５
万
円
︵
千

円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限
20
万
円
︶

■
補
助
金
の
交
付　

工
事
完
了
し
実
績
報
告
書

を
市
に
提
出
し
た
後
に
交
付

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

市
環
境
課
環
境
保
全
担
当
（
市
役
所
３
階
、
☎
�
９
０
７
８
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
を
補
助

　
市
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
と
地
球
温
暖
化
防
止
を
推
進
す

る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●宮古市製品開発高付加価値化事業補助金の募集
　市内で生産または水揚げされた農林水産物の加工
製品開発・改良を行い、市が主催する加工品コンクー
ルに出品をする市内の企業・事業者を対象に、事業
経費の５分の４を補助します。（上限額20万円）
■対象者　市内に主たる製造事業所のある企業、事
業者、一次産業の生産者および生産団体
■対象事業　次のいずれかに該当する事業。❶市内
で生産または水揚げされる農林水産物が主原料とな
る加工商品の新商品開発をする事業。❷市内で生産
または水揚げされる農林水産物が主原料となる既存
加工商品を改良し新たな商品を開発する事業
■補助金申請の要件　次の全てを満たすこと。❶新
商品を開発する事業であること。既存加工商品の主
原料を市内で生産または水揚げされる農林水産物に
切り替える場合は、主原料だけでなくその他の点の
改良も条件となります。※味つけの変更やシリーズ
化などが対象。パッケージングのみは不可 ❷主原料
となる農林水産物は、地元原材料を使用したもので
あること。使用される原材料の主原料は地元原材料

（市内で生産または水揚げされる農林水産物）である
ことが条件となります。❸事業により開発した新商
品は、市主催の加工品コンクール（１月予定）、商談
会（予定）に出展すること。❹開発した商品を納品
先に紹介するための取引条件シート、商品仕様書を
作成し提出すること。※作成には講師が指導予定
■募集期間　７月31日㈮
●応援します！ 地域の産業「宮古市展示会等出展者
支援補助金」の募集
■対象者　販路拡大のために、市外の展示会・商談
会・見本市・博覧会に、自社製品などを出展する市
内の企業または事業者。※販売を主目的とする催事、
展示会などは対象外
■補助額　出展に係る小間料、小間装飾料、出品物
運搬料、旅費、宿泊料等の直接経費の２分の１以内
の額を支給します。
◇補助金交付限度額＝県外20万円、県内２万円
◇補助金の交付は、同一年度に１回まで
＜共通＞　■申し込み　市産業支援センター食産業
担当（☎68-9067）

被災者に対する補助金の再交付

　平成27年５月１日から次の条件により、補助
金の再交付を行います。
■対象　すでに補助金の交付を受けて設置した
発電システムが、震災による直接の被災が原因
で破損し、修理不能となり、それに代わる発電
システムを新たに設置する人。
■補助金の遡

そきゅう

及交付　再交付の条件を満たす人
が４月30日までに工事着手または完了した場合
は、補助金をさかのぼって交付します。
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浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り

◆
期
日
＝
４
月
29
日
㈬
、
５
月
３
日
㈰
〜
６
日
㈬　

◆
場
所
＝
奥
浄
土
ヶ
浜
ほ
か

昨年の浄土ヶ浜ウオーキングの様子。臼木
山の桜が見頃でした。

月日 時間 イベント内容

４月29日㈬

　9：00～12：00 マリンハウスの手こぎボート無料
　9：30～ 霊鏡祭（安全祈願）
　8：40～15：30 「みやこ浄土ヶ浜遊覧船」小学生以下無料

10：00～12：00
浄土ヶ浜ウオーキング
※ビジターセンター前集合
※要申し込み（定員30人）

５月３日㈰

10：00～12：00
13：00～14：00

宮古港開港400周年記念「クルーザーヨット
乗船体験」※シートピアなあど発着（無料）

10：30～12：00 「友愛の会」歌謡ショー

12：00～12：30 「うにラーメン」「うにぎり」早食い競争 ※レストハウス前
11：30～13：30 浄土ヶ浜お茶会 ※レストハウス前

　　４日㈪

10：30～12：00
13：00～14：00 浄土ヶ浜芸能まつり

12：00～12：30 「小田代直子」歌謡ショー
12：30～13：00 「金澤未咲」歌謡ショー

　　５日㈫
10：30～11：30 「妖怪ウォッチ体操」ダンスコンテスト ※要申し込み
12：30～13：00 「MOPS」ダンスステージ
13：00～13：30 「M.D.S.」ダンスステージ

　　６日㈬ 11：00～12：30 フィッシングゲーム ※先着20人
　３日㈰・
　　４日㈪

10：00～12：00
13：00～14：00

シーカヤック体験試乗会
※参加費500円（保険料）

　３日㈰～
　　５日㈫

10：00～16：00 無料シャトルバス運行 ※シートピアな
あど～ビジターセンター。30分に１便

10：00～15：00 お楽しみ抽選会 ※レストハウス前

12：00～ 「毛ガニ汁」無料お振る舞い
※各日先着100人

※天候によりイベント内容が変更または中止となる場合がありますので、
あらかじめご了承願います

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会

（
☎
�
３
５
３
４
、
℻
�
７
０
３
０
）

浜
辺
に
春
の
足
音

　市は、地元農産物の消費拡大・地産地消を推進す
るために「宮古の農業まるごと体験ツアー」を開催
しています。春のツアー「田植え体験」への参加を
お待ちしています。
■日時　５月16日㈯午前８時30分　※荒天時は翌日に
延期
■集合場所　ＪＡ新いわて宮古営農経済センター（花
輪10-5-1）※会場へはバスで移動。宮古駅前発の送

迎バスも運行します（宮古駅前８時10分発）
■対象　市民（小学生以下は保護者同伴）
■定員　30人（申し込み多数の場合は抽選）
■参加料　無料
■用意する物　タオル、着替えなど　※素足で田植え
をしますので、汚れても良い服装で参加ください
■申込期限　５月８日㈮
■申し込み　市農林課農政担当（☎68-9094）

宮古の農業まるごと体験ツアー「田植え体験」



井
地
域
の
３
つ
の
小

学
校
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

川
井
西
小
学
校
（
三
浦
秀
明

校
長
、
児
童
13
人
）
の
閉
校

式
は
３
月
15
日
に
開
か
れ
、

最
後
の
児
童
会
長
を
務
め
た

佐
藤
美
月
さ
ん
（
５
年
）
が

「『
西
っ
子
』
と
し
て
過
ご
し

た
こ
の
５
年
間
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。
４
月
か
ら
は
川

井
小
学
校
に
通
う
こ
と
に
な

る
が
、
思
い
出
を
心
の
中
に

一
生
残
し
て
い
こ
う
と
思
う
」

と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

昭
和
60
年　

川
井
村
立
川
内
小
学

校
、
同
箱
石
小
学
校
を
閉
校
し
、

両
学
区
を
も
っ
て
統
合
。
川
井
村

立
川
井
西
小
学
校
と
し
て
開
校

昭
和
61
年　

新
校
舎
落
成
。
校
旗

制
定
。
西
っ
子
農
園（
学
校
農
園
）

設
置

平
成
元
年　

ア
ー
ラ
ム
大
学
（
ア

メ
リ
カ
）
教
育
使
節
団
来
校

平
成
３
年　

韓
国
釜
山
教
育
大
学

付
属
国
民
学
校
児
童
15
名
来
校
。

親
善
交
流
会
実
施

平
成
５
年　

第
１
回
校
内
マ
ラ
ソ

ン
記
録
会
実
施

平
成
10
年　

心
生
苑
訪
問
始
ま
る
。

交
流
・
介
護
体
験

平
成
11
年　

韓
国
と
の
交
流
事
業

10
周
年
記
念
植
樹（
ム
ク
ゲ
10
本
）

平
成
22
年　

川
井
村
と
宮
古
市
の

合
併
に
伴
い
宮
古
市
立
川
井
西
小

学
校
と
校
名
変
更
。
児
童
用
パ
ソ

コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
開

始
。

平
成
23
年　

第
１
回
川
井
西
小
、

地
域
合
同
大
運
動
会
。
通
学
路
道

路
標
識
設
置

平
成
25
年　

子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
校
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表

彰
受
賞

平
成
25
年　

宮
古
市
小
規
模
・
複

式
授
業
研
究
会
会
場
校

平
成
27
年　

閉
校
記
念
式
典
・
思

い
出
を
語
る
会
開
催
。
閉
校

広
報2015.4.15❾

photo

㊤児童による呼びかけ・合唱「ありが
とう そして さようなら 川井西小学校」
の様子
①「お別れの言葉」を述べる児童代表
の佐藤美月さん
②児童による閉校記念製作

川井西小学校校舎外観

川
井
西
小
の
沿
革（
抜
粋
）

川井西小学校閉校式典

思い出は心の中に一生残していく

川

❷ ❶

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

川井地域
３小学校
閉　校
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江繫小学校閉校式典

繫
小
学
校
︵
小
笠
原

安
和
校
長
﹆
児
童
15

人
︶
の
閉
校
式
は
３
月
21
日

に
開
か
れ
﹆
１
３
９
年
の
歴

史
あ
る
学
校
と
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。
児
童
代
表
と

し
て
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ

た
山
口
望み

玖く

さ
ん
︵
６
年
︶

は
﹁
全
校
参
加
の
S
&
B
杯

ち
び
っ
こ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
︵
６
年
間
出
場
し
続
け
︶

皆
勤
賞
を
も
ら
っ
た
こ
と
が

一
番
の
思
い
出
。
江
繫
小
が

な
く
な
る
の
は
悲
し
い
け
ど
﹆

し
っ
か
り
と
お
別
れ
が
言
え

る
よ
う
に
発
表
し
た
﹂
と
思

い
出
の
校
舎
を
目
に
焼
き
付

け
て
い
ま
し
た
。

明
治
９
年　

江
繫
小
学
校
と
し
て

開
校
︵
道
又
源
蔵
氏
宅
で
校
務
︶

明
治
16
年　

公
立
江
繫
小
学
校
と

改
称
︵
熊
林
岩
治
氏
宅
で
校
務
︶

明
治
19
年　

江
繫
簡
易
小
学
校
と

改
称
。
校
舎
新
築
落
成

明
治
23
年　

大
洪
水
の
た
め
校
舎

流
失
︵
泉
澤
庄
右
衛
門
氏
宅
で
校

務
︶

明
治
24
年　

校
舎
改
築

大
正
12
年　

尻
沢
分
教
場
設
置

大
正
13
年　

高
等
科
併
設
。
江
繫

尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

大
正
14
年　

桐
内
出
張
教
授
所
設

置昭和
12
年　

大
雪
の
た
め
校
舎
倒

壊
︵
民
家
で
分
散
授
業
︶

昭
和
15
年　

校
舎
新
築
落
成

昭
和
22
年　

小
国
村
立
江
繫
小
学

校
と
改
称

昭
和
30
年　

川
井
村
立
江
繫
小
学

校
と
改
称

昭
和
45
年　

尻
石
・
桐
内
分
校
閉

校
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

平
成
４
年　

校
報
﹁
え
つ
な
ぎ
﹂

発
行
︵
地
域
に
全
戸
配
布
︶

平
成
８
年　

海
外
派
遣
研
修
韓
国

交
流
会

平
成
12
年　

校
庭
に
多
目
的
山﹁
江

繫
山
﹂
造
成

平
成
27
年　

閉
校
記
念
式
典
・
思

い
出
を
語
る
会
開
催
。
閉
校

photo

㊤全校児童による呼びかけ「ありがと
う・江繫小学校」の様子。合唱「江繫賛歌」
「絆」も披露された
①「お別れの言葉」を述べる児童代表
の山口望玖さん
②校舎に掲げられた横断幕

江繫小学校校舎外観

江
繫
小
の
沿
革（
抜
粋
）

しっかりとお別れが言えるように

江

❷ ❶

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
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小国小学校閉校式典

国
小
学
校
︵
森
保 

茂

校
長
﹆
児
童
９
人
︶

の
閉
校
式
は
３
月
22
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
児
童
代
表
と

し
て
三
浦
亜
美
さ
ん
︵
６
年
︶

は
﹁
４
月
の
児
童
会
活
動
で

行
っ
た
あ
い
さ
つ
運
動
で
﹆

本
年
度
は
﹃
お
は
よ
う
﹄
や

﹃
さ
よ
う
な
ら
﹄
で
は
な
く
﹆

﹃
あ
り
が
と
う
﹄
と
い
う
感
謝

の
言
葉
が
学
校
中
に
あ
ふ
れ

た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

詰
ま
っ
た
小
国
小
。
絶
対
に

忘
れ
ま
せ
ん
﹂
と
お
別
れ
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
閉
校
し
た
３
校

は
﹆
４
月
１
日
か
ら
川
井
小

学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

繫
小
学
校
︵
小
笠
原

安
和
校
長
﹆
児
童
15

人
︶
の
閉
校
式
は
３
月
21
日

に
開
か
れ
﹆
１
３
９
年
の
歴

史
あ
る
学
校
と
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。
児
童
代
表
と

し
て
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ

た
山
口
望み

玖く

さ
ん
︵
６
年
︶

は
﹁
全
校
参
加
の
S
&
B
杯

ち
び
っ
こ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
︵
６
年
間
出
場
し
続
け
︶

皆
勤
賞
を
も
ら
っ
た
こ
と
が

一
番
の
思
い
出
。
江
繫
小
が

な
く
な
る
の
は
悲
し
い
け
ど
﹆

し
っ
か
り
と
お
別
れ
が
言
え

る
よ
う
に
発
表
し
た
﹂
と
思

い
出
の
校
舎
を
目
に
焼
き
付

け
て
い
ま
し
た
。

明
治
９
年　

中
閉
伊
郡
公
立
小
国

小
学
校
と
し
て
開
校

明
治
33
年　

大
仁
田
分
教
場
を
設

置大正
13
年　

高
等
科
設
置
に
よ
り

小
国
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

大
正
14
年　

新
田
私
立
学
校
を
設

置昭和
11
年　

校
訓
﹁
至
誠
﹂
制
定

昭
和
16
年　

新
田
私
立
学
校
廃
止

昭
和
24
年　

新
田
分
校
を
設
置

昭
和
29
年　

校
舎
新
築
落
成
。
校

歌
制
定

昭
和
39
年　

校
章
制
定
。
校
旗
製

作昭和
45
年　

大
仁
田
分
校
廃
止

昭
和
46
年　

新
田
分
校
廃
止

平
成
２
年　

文
集
や
ま
ゆ
り
創
刊
。

新
校
舎
落
成

平
成
４
年　

小
国
・
や
ま
ゆ
り
森

林
愛
護
少
年
団
結
団
式

平
成
３
年　

小
国
小
学
校
賛
歌
制

定平成
５
年　

郷
土
芸
能
学
習
開
始
。

体
験
学
習
田
開
設
。
プ
ー
ル
落
成

平
成
６
年　

韓
国
釜
山
教
育
大
学

付
属
国
民
学
校
歓
迎
交
流
会
。
第

１
回
小
国
ふ
る
さ
と
祭
り

平
成
９
年　
小
国
や
ま
ゆ
り
B
F
C

︵
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
︶
結
成

平
成
27
年　

閉
校
記
念
式
典
・
思

い
出
を
語
る
会
開
催
。
閉
校

photo

㊤建立された閉校記念碑を前に、先生
らと記念写真を撮る児童たち
①「お別れの言葉」を述べる児童代表
の三浦亜美さん
②合唱「この地球のどこかで」「明日へ
つなぐもの」を披露する児童たち

小国小学校校舎外観

小
国
小
の
沿
革（
抜
粋
）

学校中に「ありがとう」があふれた

小

❷ ❶
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まちの話題■市ホームページやフェイスブック、ツイッターなどでも紹介して
いますので、どうぞご覧ください。※URLは裏表紙をご覧ください

生き生きと演技を披露する子どもたち。衣装も手づくりです
　

子
ど
も
音
楽
劇
﹁
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
﹂

は
３
月
29
日
﹆
市
民
文
化
会
館
で
上
演

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
と
近
隣
市
町
村
の

小
学
生
13
人
が
﹆
演
出
の
畠
山 

泉
さ
ん

の
指
導
の
も
と
宮
沢
賢
治
の
名
作
に
挑

戦
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
﹁
ほ
と

ん
ど
初
対
面
だ
っ
た
け
ど
﹆
練
習
を
通

し
て
仲
良
く
な
れ
た
﹂
と
充
実
し
た
時

間
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
舞

台
は
﹁
ト
ヨ
タ
・
子
ど
も
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
出
会
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
協

力
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
初
舞
台

子
ど
も
音
楽
劇
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」

　

浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・
浜
処
う

み
ね
こ
亭
の
﹁
春
の
大
感
謝
祭
﹂
は
３

月
21
・
22
の
両
日
﹆
同
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

で
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
﹁
毛
ガ

ニ
祭
り
リ
タ
ー
ン
！
﹂
と
銘
打
っ
て
﹆

毛
ガ
ニ
の
一
本
釣
り
や
は
さ
み
捕
り
﹆

輪
投
げ
で
毛
ガ
ニ
を
ゲ
ッ
ト
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
毛
ガ
ニ
汁
の
お
振
る
舞
い
な

ど
﹆
毛
ガ
ニ
に
ち
な
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
開
催
。
ま
た
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
２

階
で
は
地
元
の
ス
イ
ー
ツ
や
ド
リ
ン
ク

コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ
﹆
訪
れ
た
人
は

絶
景
を
堪
能
し
な
が
ら
飲
食
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

カ
ニ
と
絶
景
を
堪
能

春
の
大
感
謝
祭

「おじいちゃん頑張って〜！」の応援を受ける中、見事釣り上
げました

百万人目の認定書を手にする水野さん（右）と橋本さん（左）

　

浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
入

館
者
数
が
３
月
24
日
﹆
百
万
人
を
達
成

し
ま
し
た
。
百
万
人
目
に
訪
れ
た
の
は
﹆

東
京
大
学
３
年
の
水
野 

翼
さ
ん
と
橋
本 

晶
さ
ん
。
東
北
を
電
車
で
旅
行
中
に
立

ち
寄
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

２
人
は﹁
東

北
旅
行
は
初
め
て
。
百
万
人
目
と
言
わ

れ
﹆
び
っ
く
り
し
た
け
ど
と
て
も
う
れ

し
い
。
こ
れ
か
ら
浄
土
ヶ
浜
を
満
喫
し

ま
す
﹂
と
﹆
同
セ
ン
タ
ー
職
員
の
案
内

で
さ
っ
ぱ
船
遊
覧
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

う
れ
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
百
万
人
達
成

　平成26年４月30日に宮古市公式フェイスブック
ページを開設しましたが、約10カ月半が経過した
３月13日、宮古市ページに「いいね！」していた
だいている人（読者）の数がついに「1000人」を
突破しました！
　これも市民の皆さんや、いつも本市を応援して
くださっている方々のおかげです。ありがとうご
ざいます。

　これからも宮古市のホットな話題をお届けして
いきますので、引き続きご愛読ください！
　まだご覧になったことのない方は、市ホームペー
ジ（http://www.city.miyako.iwate.jp/kikaku/
miyakosifacebook.html）から閲覧
できますので、ご利用ください。
■問い合わせ　市企画課広報担当（☎
68−9065）

宮古市公式フェイスブックページ
「いいね！」の数が1000人を突破



広
報2015.4.15⓭

　

本
市
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
た
派
遣
職
員
の
退
任
式
は
３
月
25

日
﹆
市
役
所
６
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
３
月
末
現
在
で
﹆
57
人
の

職
員
派
遣
を
受
け
て
い
ま
す
が
﹆
そ
の

内
23
人
の
職
員
が
今
回
退
任
さ
れ
派
遣

元
に
戻
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
﹆
山
本
正
德
市
長
が
職
員

一
人
一
人
に
﹁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
﹂
と
声
を
掛
け
な
が
ら
辞
令
書
を
交

付
。
そ
の
後
﹆
派
遣
職
員
を
代
表
し
て
﹆

大
阪
府
泉
南
市
か
ら
派
遣
さ
れ
生
活
課

に
所
属
し
た
小
西
未み

年ね

彦ひ
こ

さ
ん
が
﹁
初

め
て
宮
古
に
来
た
頃
﹆
震
災
の
傷
跡
が

各
地
に
残
っ
て
お
り
﹆
自
然
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
実
感
し
た
。
３
年
間
﹆
微
力
で
は

あ
る
が
復
興
業
務
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
派
遣
元
へ
戻
っ

て
も
引
き
続
き
﹆
宮
古
市
の
復
興
を
応

援
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

山
本
市
長
は﹁
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

復
旧
・
復
興
が
後
押
し
さ
れ
た
。皆
さ

ん
の
働
き
は
本
市
の
復
興
し
た
姿
に
刻

ま
れ
る
。派
遣
元
に
戻
っ
て
も
本
市
が
復

興
に
進
む
姿
を
全
国
か
ら
見
守
っ
て
い

て
も
ら
い
た
い
﹂と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

27
年
度
も
全
国
22
の
自
治
体
な
ど
か

ら
64
人
の
派
遣
職
員
が
復
興
業
務
な
ど

に
従
事
す
る
予
定
で
す
。

　

名な

越ご
し

一い
ち

郎ろ
う

副
市
長
の
退
任
式
は
３
月

27
日
﹆
市
役
所
６
階
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

名
越
さ
ん
は
﹆
震
災
直
後
の
平
成
23

年
7
月
に
総
務
省
か
ら
招
へ
い
さ
れ
﹆

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
本

市
の
復
興
事
業
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
山
本
正
德
市
長
か
ら
﹁
宮
古
市

に
﹃
名
越
一
郎
﹄
の
名
前

は
い
つ
ま
で
も
刻
ま
れ
る
。

指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
を

生
か
し
﹆
復
興
に
向
け
職

員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で

取
り
組
む
﹂
と
感
謝
の
言

葉
を
受
け
た
名
越
さ
ん
は
﹆

集
ま
っ
た
職
員
に
対
し﹁
く

れ
ぐ
れ
も
健
康
に
は
気
を

付
け
て
﹂
と
気
づ
か
い
な

が
ら
﹁
宮
古
市
が
復
興
し

た
姿
を
見
に
来
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
﹂

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
総
務
省
に
戻

る
名
越
さ
ん
。
３
年
９
カ

月
間
﹆
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

本
市
の
復
旧
・
復
興
に
尽
力

震
災
直
後
か
ら
復
興
を
推
進

派
遣
職
員
退
任
式

名
越
一
郎
副
市
長
退
任
式

生活課被災者支援室で業務に当たった小西さん

退任のあいさつをする名越さん

集合写真。皆さま、お疲れさまでした！

市職員により胴上げされる名越さん（市役所１階で）
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康プラザ健
宮古保健センター（市民総合体育館駐車場内、☎64－0111）／田老保健セ
ンター（☎87－2975）／新里保健センター（☎72－3500）／川井保健セン
ター（☎76－2036）／宮古保健所（☎64－2218）／こども救急相談電話（午
後７時〜11時、☎019－605－9000、携帯電話からは♯8000）

子どもの健康診査・相談日程

■場所　宮古保健センター
■用意する物　母子健康手帳、問診票、仕上げみがき用歯ブラシ
■問い合わせ　各保健センター

種類 対象児 期　日 受付時間

１歳児
《相談》

平成26年３月生まれ（前半）４月15日㈬
 9：15
～　9：30平成26年３月生まれ（後半）

平成26年４月生まれ（前半）５月13日㈬

１歳６カ月児
（診査）

平成25年９月生まれ（後半）
平成25年10月生まれ（前半）４月22日㈬

13：00
～13：15

２歳児
《相談》 平成25年３月生まれ（前半）４月22日㈬  9：15

～　9：30
３歳児
（診査）

平成24年１月生まれ（前半）４月15日㈬ 13：00
～13：15平成24年１月生まれ（後半）５月13日㈬

　対象者には個人通知していますが、まだ受診していない人は、都
合の良い日程で受診しましょう。

地
域 期日 時　間 場　所 測定など

宮
古
４月
20日㈪ 13：00～14：00 宮古保健セ

ンター

・骨密度測定（※）
・講話「骨粗しょう症
予防について」

新
里23日㈭ 10：00～11：00 新里保健セ

ンター 骨密度測定（※）

川
井

21日㈫
10：00～11：30 門馬地域振

興センター 骨密度測定（※）
13：30～15：00 田代集会所

23日㈭
10：00～11：30 平津戸集会

所
・みそ汁塩分測定（自
宅のみそ汁を少量お持
ちください）
・講話「減塩について」13：30～15：00 区界集会所

30日㈭
10：00～11：30 小国地域振

興センター 骨密度測定（※）
13：30～15：00 永田集会所

（※）素足になれる服装でお越しください

宮古・新里・川井地域の健康相談日程

　血圧測定、尿検査、個別相談のほか、下表の通り測定などを実施
します。
■問い合わせ　各保健センター

　浄土ヶ浜周辺コースを楽し
くウオーキングしましょう。
※申し込み不要。小雨決行
■期日　４月25日㈯
■集合時間　午前９時
■集合場所　浄土ヶ浜第２駐
車場
■参加料　200円（保険料）
■問い合わせ　市健康課成人
保健担当（☎64ｰ0111）

■期日　５月７日㈭
■時間　午前９時45分受け付
け開始、10時～正午
■内容　妊娠中の過ごし方、
お産について
■対象　妊婦とその家族
■用意する物　母子健康手帳、
副読本
■申込期限　５月１日㈮
■場所・申し込み　宮古保健
センター

　病院から妊娠届出書をも
らったら、妊娠11週までに母
子健康手帳の交付を受けま
しょう。指定の交付日には、
講話および妊産婦医療費受給
者証の手続きも併せて行いま
す。交付日に都合が悪い人は
問い合わせください。
■交付日　４月17日・24日㈮
■受付時間　午前９時30分～
９時45分
■場所・問い合わせ　宮古保
健センター　

楽しく歩こう会宮古
ウオーキング交流会

ハロー赤ちゃん教室
（母親教室）

母子健康手帳を
交付します
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　高齢者肺炎球菌予防接種・風しん予防接種（成人対象）の費用を助成

●高齢者肺炎球菌予防接種費用の助成
■対象　次に該当する市民。ただし既に肺炎球菌
予防接種を受けた人は費用助成を受けたかどうか
にかかわらず対象になりません。
【予防接種法に基づく定期接種】ア平成28年３月31
日時点で65・70・75・80・85・90・95・100歳の人（４
月中旬に通知します）　イ接種日時点で60歳以上65
歳未満の人で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に日常
生活が極度に制限される程度の障害がある人、ま
たは免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生
活がほとんど不可能な程度の障害がある人（いず
れも身体障害者手帳１級相当）
【市独自の一部助成】昭和25年４月１日以前に生ま
れ、上記アイに該当しない人
■接種期間（助成期間）　平成28年３月31日まで
■助成額／回数　３千円／１回
■申請方法　❶下記医療機関に予約相談。❷予診
票を医療機関または各保健センター、市総合窓口
課、各出張所で受け取り、必要事項を記入して、
健康保険証とともに医療機関に提出。❸「助成分
を差し引いた金額」を医療機関に支払う。助成分
を含んだ金額を支払った場合、払い戻しできませ
ん。
※市外で受ける場合は事前に手続きが必要ですの
で、問い合わせください
※生活保護世帯または世帯員全員が市民税非課税
世帯の人は、８千円を限度として全額を１回助成
します。医療機関窓口に次のものを提示してくだ
さい。
【生活保護世帯】休日・夜間受診手帳
【市民税非課税世帯】世帯員全員の「平成27年度課
税証明書」※６月上旬から市税務課・総合窓口課・
総合事務所・出張所で発行します（１件につき300円）
■問い合わせ　各保健センター

●風しん予防接種（成人対象）費用の助成
　風しん抗体価検査（風しんの免疫を持っている
かどうかを調べる検査）と風しん予防接種費用の
全額を助成します。抗体価検査の結果、抗体価が
低い場合に予防接種を受けられます。ただし過去
に市の助成を受けた人は対象になりません。
※接種するワクチンは MRワクチン（麻しん風し
ん混合ワクチン）です
■接種期間（助成期間）　平成28年３月31日まで
■対象　ア妊娠を希望している女性（妊娠中の人
および妊娠している可能性がある人を除く）、イア
のパートナー（婚姻関係は問わない）、ウ風しん抗
体価が低い妊婦のパートナー（婚姻関係は問わない）
■助成額／回数　全額／１回
■申請方法　❶下表【風】で示した医療機関に相
談の上、風しん抗体価検査を受けてください。な
お健康保険証や運転免許証など住所が分かるも
の、上記イウの場合は母子健康手帳をお持ちくだ
さい。❷検査の結果、抗体価が低い場合、接種を
受けてください。
※接種後２カ月間は妊娠を避けてください
※市外で受けた場合は払い戻しますので、平成28
年３月31日までに宮古保健センターに申請してく
ださい
■問い合わせ　宮古保健センター

予防接種を実施する医療機関 電話番号

三陸病院（板屋）【風】 62-7021
宮古第一病院（保久田）
※入院中の人のみ 62-3737
宮古山口病院（山口）
※入院中の人のみ 62-3945
石川整形外科医院（大通） 62-6161
伊東産婦人科医院（田の神）
【風】 64-4833
岩見神経内科医院（大通）
※通院中の人のみ 71-1500
おおうち消化器科内科クリ
ニック（舘合町）【風】 71-1811
おかだ外科内科クリニック
（実田）【風】 71-2622

予防接種を実施する医療機関 電話番号

奥脳神経外科クリニック
（保久田） 63-7222

金沢内科医院（磯鶏沖） 63-6611
川原田小児科医院（小山田）
【風】 64-4845

木沢医院（津軽石）【風】 67-2212
熊坂内科医院（和見町） 63-8123
後藤泌尿器科皮膚科医院
（大通）【風】 62-3630

佐藤雅夫クリニック（保久
田）【風】 64-7310

関根内科小児科（大通） 62-2360
豊島医院（和見町）【風】 71-1577

予防接種を実施する医療機関 電話番号

林整形外科内科医院（西町）
【風】 64-6400
松井産婦人科医院（新町）
【風】 62-1617
松井内科医院（新町）【風】
※肺炎球菌予防接種は通院
中の人のみ

63-8500

田老診療所（グリーンピア
三陸みやこ内）【風】 87-5281
新里診療所（茂市）【風】 72-2016
川井診療所（川井）【風】 76-2015
【風】＝風しん予防接種実施
※肺炎球菌予防接種は表の全医療機関
で実施

「肺炎球菌」について
　70歳以上の重症肺炎の
約50％が、肺炎球菌が原
因とされています。肺炎球
菌ワクチンは、肺炎球菌に
よる肺炎の約80％に効果
があり、免疫効果は５年間
持続するとされています。

「風しん」について
　免疫のない女性が妊娠
中（特に妊娠初期）に風
しんに感染すると、白内障、
難聴、心疾患などを主な
症状とする「先天性風し
ん症候群」の子どもが生
まれる可能性があります。
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●
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

●
内
容
＝
船
大
工
道
具
や
造
船
の
時
に

神
事
で
使
用
し
た
祭
具
な
ど
﹆木
造
船

の
造
船
に
関
係
す
る
収
蔵
品
を
展
示
●

入
館
料
＝
一
般
３
０
０
円
﹆学
生
１
４
０

円
﹆高
校
生
以
下
無
料
※
20
人
以
上
は

団
体
割
引
あ
り
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ

＝
県
立
水
産
科
学
館︵
☎
�
５
３
５
３
︶

▼
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
～
３
カ
月
で
理

想
の
カ
ラ
ダ
を
目
指
そ
う
！
～

●
期
間
＝
５
月
12
日
～
７
月
14
日
の
毎

週
火
曜
日
︵
全
10
回
︶
●
時
間
＝
午
後

７
時
～
８
時
30
分
●
講
師
＝
横
田
紀
子

︵
宮
古
市
体
育
協
会
指
導
員
︶
●
定
員

＝
20
人
●
参
加
料
＝
千
円
︵
傷
害
保
険

料
含
む
︶
●
用
意
す
る
物
＝
運
動
靴

▼
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
講
座
～
母
子
の
健
康

と
産
後
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
～

●
期
日
＝
５
月
14
日
・
21
日
・
28
日
㈭

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
正
午
●
講

師
＝
高
橋
佳
奈
︵
日
本
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
︶
●
定

員
＝
親
子
15
組
︵
し
っ
か
り
首
が
座
っ

た
３
カ
月
～
１
歳
半
く
ら
い
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
︶
※
妊
娠
中
の
人
は
参

加
不
可
●
参
加
料
＝
５
０
０
円
︵
傷
害

保
険
料
含
む
︶
●
用
意
す
る
物
＝
抱
っ

こ
ヒ
モ
﹆
体
温
計

〈
共
通
〉
◎
対
象
＝
申
し
込
み
多
数
の

場
合
﹆
35
歳
未
満
優
先
◎
用
意
す
る
物

＝
飲
み
物
﹆
汗
ふ
き
タ
オ
ル
﹆
動
き
や

す
い
服
装
◎
場
所
・
申
し
込
み
＝
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
︵
☎
�
７
７
１
２
︶

▼
な
あ
ど
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
日
時
＝
５
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
２
時
●
内
容
＝
日
用
品
や
雑
貨
な
ど

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
●
定
員
＝
先
着

20
区
画
●
参
加
料
＝
１
区
画
５
０
０
円

●
申
込
開
始
日
＝
４
月
21
日
㈫
午
前
10

時
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
シ
ー
ト
ピ
ア

な
あ
ど
︵
☎
�
３
１
０
０
︶

▼
い
わ
て
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
Ⅰ

●
日
時
＝
４
月
19
日
㈰
午
後
１
時
～
４

時
30
分
︵
受
付
は
正
午
か
ら
︶
●
場
所

＝
岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
オ
●

内
容
＝
参
加
企
業
と
の
面
談
﹆
各
種
就

職
相
談
な
ど
●
対
象
＝
県
内
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
平
成
28
年
３
月
卒
業
予
定

の
学
生
︵
高
校
生
除
く
︶﹆
既
卒
者
●

問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ
と
い
わ
て
定
住

財
団︵
☎
０
１
９
・６
５
３
・８
９
７
６
︶

▼
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
催
し

☆
浄
土
ヶ
浜
自
然
観
察
会
「
春
」
〜
春

の
お
花
に
大
接
近
！
〜

●
日
時
＝
４
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
正

午
︵
受
け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
︶
※

荒
天
時
は
26
日
㈰
に
延
期
●
集
合
場
所

＝
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
●
内

容
＝
春
に
咲
く
植
物
の
観
察
●
定
員
＝

15
人
●
参
加
料
＝
１
０
０
円
︵
保
険
料

▼
和
の
お
も
む
き
「
こ
け
玉
づ
く
り
」

●
期
日
＝
４
月
30
日
・
５
月
７
日
㈭
●

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
●

場
所
＝
山
口
公
民
館
●
講
師
＝
摂
待
睦

夫
●
定
員
＝
各
回
先
着
15
人
●
参
加
料

＝
２
千
円
程
度
︵
材
料
代
︶
※
当
日
徴

収
し
ま
す
●
用
意
す
る
物
＝
エ
プ
ロ

ン
﹆
せ
ん
て
い
ば
さ
み
●
申
込
開
始
日

＝
４
月
16
日
㈭
午
前
９
時

▼
や
る
気
ッ
ズ
く
ら
ぶ
①
～
体
験
・
実

感
！ 

震
災
後
の
宮
古
の
「
花
見
か
き
」

が
で
き
る
ま
で
～

●
日
時
＝
５
月
16
日
㈯
午
前
８
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
●
場
所
＝
宮
古
湾
カ

キ
産
直
﹁
宮
古
う
み
の
ミ
ル
ク
﹂
●
内

容
＝
宮
古
の
海
や
花
見
カ
キ
に
つ
い
て

の
談
話
と
体
験
●
講
師
＝
山
根
幸
伸
●

対
象
＝
小
学
生
●
定
員
＝
20
人
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
●
参
加
料
＝
４

０
０
円
︵
材
料
代
︶
※
当
日
徴
収
し
ま

す
●
用
意
す
る
物
＝
動
き
や
す
い
服

装
﹆
長
靴
﹆
帽
子
﹆
軍
手
﹆
飲
み
物
﹆

雨
具
﹆
タ
オ
ル
●
申
し
込
み
方
法
＝
往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
﹆
中
央
公

民
館
や
る
気
ッ
ズ
く
ら
ぶ
係
︵
〒
０
２

７
・
０
０
９
１
築
地
一
丁
目
３
の
９
ま

で
︶
●
申
込
期
限
＝
４
月
30
日
㈭
消
印

有
効

〈
共
通
〉
◎
問
い
合
わ
せ
＝
山
口
公
民

館
︵
☎
�
３
６
７
０
︶

▼
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
～

ハ
ッ
ピ
ー
な
毎
日
の
た
め
に
～

●
期
日
＝
５
月
12
日
㈫
﹆６
月
９
日
㈫
﹆

７
月
14
日
㈫
﹆
８
月
11
日
㈫
﹆
９
月
８

日
㈫
︵
全
５
回
︶
●
時
間
＝
午
後
７
時

～
９
時
●
内
容
＝
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ

ス
へ
の
耐
性
を
高
め
﹆
セ
ル
フ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
る
自
分
づ
く
り
﹆
ま
た

ス
ト
レ
ス
を
パ
ワ
ー
に
変
え
る
た
め
の

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
を
学

ぶ
●
定
員
＝
10
人
●
参
加
料
＝
無
料
●

託
児
＝
無
料
※
５
月
７
日
㈭
ま
で
に
要

予
約
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
フ
ラ
ッ
ト

ピ
ア
み
や
こ
︵
☎
�
２
３
５
２
︶

▼
ま
い
た
け
菌
木
の
販
売

●
期
間
＝
４
月
27
日
㈪
～
５
月
15
日
㈮

※
期
間
中
は
土
日
祝
日
も
販
売
●
時
間

＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
●
販
売
方
法

＝
ま
い
た
け
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー︵
夏

屋
６
の
５
︶で
直
接
販
売
。事
前
申
し
込

み
は
不
要
。※
在
庫
が
無
く
な
り
次
第
﹆

終
了
●
価
格
＝
10
個
４
１
６
０
円
か
ら

●
問
い
合
わ
せ
＝
宮
古
市
ま
い
た
け
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー︵
☎
�
２
２
５
０
︶﹆

川
井
総
合
事
務
所︵
☎
�
２
１
６
５
︶

▼
収
蔵
資
料
展
～
造
船
と
信
仰
～

●
期
間
＝
４
月
25
日
㈯
～
５
月
24
日
㈰

情報掲示板■行事の内容など、詳しくは主催者にお問い合わせください

開
催
・
募
集
な
ど

フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
み
や
こ

県
立
水
産
科
学
館

山
口
公
民
館

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど

ま
い
た
け
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー



込
み
︶

☆
春
め
ぐ
り
〜
姉
ヶ
崎
の
春
を
楽
し
も

う
！
〜

●
日
時
＝
５
月
５
日
㈫
午
前
10
時
～
午

後
１
時︵
受
け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
︶

※
荒
天
時
は
６
日
㈬
に
延
期
●
集
合
場

所
＝
姉
ヶ
崎
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス
●
内

容
＝
自
然
散
策
●
定
員
＝
20
人
●
参
加

料
＝
中
学
生
以
上
７
０
０
円
﹆
小
学
生

以
下
５
０
０
円
︵
昼
食
﹆保
険
料
込
み
︶

〈
共
通
〉
◎
対
象
＝
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
◎
用
意
す
る
物
＝
歩
き
や
す

い
服
装
﹆
飲
み
物
◎
申
し
込
み
方
法
＝

電
話
ま
た
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

の
受
け
付
け
◎
申
込
期
限
＝
開
催
日
の

前
日
午
後
５
時
ま
で
◎
申
し
込
み
＝
浄

土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
︵
☎
�
１

６
９
０
︶

▼
高
座 

八
法
亭
み
や
や
っ
こ
の
憲
法
噺

●
日
時
＝
４
月
25
日
㈯
午
後
２
時
～
４

時
※
開
場
は
１
時
30
分
●
場
所
＝
市
民

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
●
入
場
料
＝
無
料

※
整
理
券
は
生
協
各
店
舗
●
問
い
合
わ

せ
＝
同
実
行
委
事
務
局
︵
☎
�
１
３
４

６
︶

▼
花
見
カ
キ
列
車

　

田
老
駅
ホ
ー
ム
で
花
見
カ
キ
を
焼
い

て
提
供
し
ま
す
。
ま
た
新
お
座
敷
車
両

﹁
さ
ん
り
く
は
ま
か
ぜ
﹂
に
乗
っ
て
宮

古
か
ら
田
野
畑
を
往
復
し
ま
す
。︵
車

内
で
は
弁
当
﹆
飲
み
物
を
用
意
し
ま

す
︶

●
期
日
＝
４
月
28
日
㈫
●
時
間
＝
午
後

６
時
～
８
時
50
分
●
集
合︵
解
散
︶場

所
＝
三
陸
鉄
道
宮
古
駅
●
定
員
＝
先
着

40
人
●
参
加
料
＝
４
０
０
０
円
●
申
込

期
限
＝
４
月
24
日
㈮
●
申
し
込
み
＝
三

陸
鉄
道
︵
☎
�
８
９
０
０
︶

▼
第
７
回
宮
古
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌

謡
祭

●
日
時
＝
５
月
５
日
㈫
正
午
●
場
所
＝

宮
古
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
●
出
演
＝
い

ず
み
し
ん
﹆
堀
ト
オ
ル
と
歌
仲
間
た
ち

※
お
餠
ま
き
も
あ
り
●
問
い
合
わ
せ
＝

宮
古
音
楽
ス
ク
ー
ル
協
会
︵
☎
�
７
８

３
８
︶

▼
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
手
話
奉
仕
員
）

養
成
講
座

●
期
日
＝
５
月
７
日
～
平
成
28
年
３
月

17
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
︵
全
43
回
︶

●
時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時
●
場

所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
●
内
容
＝
手

話
の
基
礎
か
ら
始
め
﹆
簡
単
な
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
講
座
●
受
講
料
＝
無
料
︵
テ
キ
ス
ト

代
３
２
４
０
円
は
実
費
負
担
︶
●
申
込

期
限
＝
４
月
28
日
㈫
●
申
し
込
み
＝
宮

古
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
☎

�
７
３
３
３
︶

▼
あ
と
り
技
芸
向
上
支
援
協
会
の
催
し

☆
シ
ニ
ア
＆
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
個
別
講
習
会

●
期
日
＝
５
月
の
毎
週
金
曜
日
●
時
間

＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
●
場
所
＝
山

口
公
民
館
●
内
容
＝
シ
ニ
ア
や
初
心
者

向
け
の
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
使
い
方

広
報2015.4.15⓱

※記事掲載を希望する場合は、市企画課広報担当（☎68-9065）まで問い合わせください。広報５月15日号の原稿締め切りは４月21日㈫です

を
学
ぶ
●
定
員
＝
各
６
人
程
度
︵
１
人

約
50
分
︶●
参
加
料
＝
１
５
０
０
円︵
資

料
代
︶
●
用
意
す
る
物
＝
筆
記
用
具
﹆

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
︵W

indow
s7

以
上

搭
載
﹆
無
く
て
も
可
︶

☆
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
無
料
個
別
相

談
会

●
期
日
＝
５
月
の
毎
週
土
曜
日
●
時
間

＝
午
前
11
時
～
午
後
７
時
●
場
所
＝
あ

と
り
カ
レ
ッ
ジ
●
内
容
＝
不
登
校
や
引

き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
当
事
者
や
ご
家

族
の
悩
み
に
﹆
ひ
き
こ
も
り
相
談
士
が

応
対
●
定
員
＝
各
日
８
人
程
度
︵
１
人

約
40
分
︶
●
参
加
料
＝
無
料

〈
共
通
〉
◎
申
込
期
限
＝
各
開
催
日
の

前
日
ま
で
◎
申
し
込
み
＝
あ
と
り
技

芸
向
上
支
援
協
会
︵
☎
０
９
０
・
３

９
８
４
・
５
０
０
８
﹆ 

Cinfo@
atori-

society.com

︶

▼
隊
友
会
宮
古
支
部
・
海
の
日
宮
古
港

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
参
加
者
募
集

●
練
習
期
間
＝
６
月
１
日
㈪
～
７
月
18

日
㈯
︵
予
定
︶
●
対
象
＝
レ
ー
ス
に
参

加
し
て
み
た
い
男
女
※
初
心
者
歓
迎
●

申
込
期
限
＝
５
月
10
日
㈰
●
申
し
込
み

＝
隊
友
会
宮
古
支
部
・
盛
合
︵
☎
０
９

０
・
８
９
２
５
・
０
９
９
９
︶
※
午
後

６
時
以
降

▼
全
日
本
空
手
道
連
盟
「
和
道
会
」
団

員
募
集

　

和
道
会
宮
古
支
部
︵
一
般
︶
と
和
道

会
宮
古
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︵
小
中

学
生
︶
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
日
／
場
所
＝
毎
週
月
曜
日
／
花

輪
小
学
校
体
育
館
﹆
水
曜
日
／
千
徳
小

学
校
体
育
館
﹆
金
曜
日
／
千
徳
地
区
体

育
館
●
時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時
●
申

し
込
み
＝
和
道
会
宮
古
空
手
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
・
城
内
︵
☎
０
９
０
・
４
０
４

９
・
３
５
８
８
︶

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
募
集

●
活
動
日
時
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

10
時
～
正
午
●
場
所
＝
千
徳
体
育
館
●

問
い
合
わ
せ
＝
川
口︵
☎
�
３
８
６
６
︶

▼「
宮
古
吹
奏
楽
団
」
団
員
募
集

●
活
動
日
時
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
午
後

７
時
～
９
時
●
場
所
＝
響き

ょ
う
が
く
ど
う

楽
堂
︵
八
木

沢
︶
●
対
象
／
会
費
︵
月
額
︶
＝
一
般

／
１
５
０
０
円
﹆大
学
生・各
種
学
校
生・

高
校
生
・
中
学
生
／
５
０
０
円
●
問
い

合
わ
せ
＝
小
野
寺
︵
☎
�
５
７
２
６
︶

▼「
フ
ォ
ロ
ー
ウ
イ
ン
ズ
」
団
員
募
集

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
を
一

緒
に
楽
し
む
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
活
動
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時

～
９
時
●
場
所
＝
響き

ょ
う
が
く
ど
う

楽
堂
︵
八
木
沢
︶

●
会
費
︵
月
額
︶
＝
１
０
０
０
円
●
問

い
合
わ
せ
＝
川
崎
︵
☎
０
９
０
・
２
２

７
５
・
９
５
９
７
︶

▼
写
真
ク
ラ
ブ
「
み
や
こ
フ
ォ
ト
ク
ラ

ブ
」
会
員
募
集

●
活
動
日
時
＝
偶
数
月
の
第
４
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
※
初
心

者
﹆
ベ
テ
ラ
ン
歓
迎
●
場
所
＝
千
徳
地

区
公
民
館
●
武
藤
︵
☎
�
６
１
８
６
︶



広
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information

図書館からの
お知らせ

市立図書館（☎62-2414）、田老分室（☎87-2976）、
新里分室（☎72-2019）、川井分室（☎76-2167）

■休館日（市立図書館、各分室） 月曜日
■開館時間　午前９時～午後５時  ※本館のみ水～土曜日は午後７時まで

移動図書館車「なぎさ号（宮古地域）」運行日程

期
日 場　所 駐車時間 期

日 場　所 駐車時間

４
月
22
日
、
５
月
20
日
㈬

旧愛宕小学校仮設住宅
愛宕公園仮設住宅
田鎖公民館前
花輪農村文化伝承館前
松山荘前

10：00～10：40
11：00～11：30
13：40～14：00
14：10～14：30
14：45～15：30

４
月
15
日
、
５
月
13
日
㈬

長根・東北電力宮古アパート前
近内消防屯所前
太田・県職員千徳宿舎前
日の出町・市営住宅１号棟前
佐原地区センター前
佐原・市営住宅前

  9：50～10：20
10：30～10：50
11：00～11：20
13：40～14：10
14：25～14：55
15：00～15：30

４
月
23
日
、
５
月
21
日
㈭

宮園団地（宮園自治会センター前）
ジョイス駐車場
根市・雲南沢入口
花原市・華厳院前

11：00～11：30
13：30～14：15
14：30～14：50
15：00～15：20

４
月
16
日
・30
日
、５
月
14
日
㈭

上村地区会館付近
磯鶏駅前
三社タクシー磯鶏営業所付近
高浜・ファミリーマート村上店前
津軽石・藤畑公民館前
津軽石・清寿荘前

  9：50～10：20
10：30～11：00
11：10～11：40
13：50～14：10
14：30～14：45
14：55～15：40

４
月
24
日
、
５
月
８
日
㈮

藤の川・上野商店付近
国土交通省官舎前
長根・青猿神社付近
近内災害公営住宅
西ヶ丘二丁目県営住宅駐車場

10：30～10：50
11：00～11：30
13：40～14：00
14：15～14：35
14：50～15：40

４
月
17
日
、５
月
１
日
、15
日
㈮

津軽石駅前
津軽石学童の家前
津軽石・新町公民館付近
八木沢・市営住宅駐車場
八木沢・元ショッピング駐車場
藤原・公害試験室前

10：00～10：30
10：40～11：00
11：10～11：40
13：30～13：45
13：55～14：10
14：25～14：40

４
月
25
日
、
５
月
９
日
㈯

赤前小学校仮設住宅
重茂・里消防屯所前
重茂・河原商店付近
小角柄・佐々木商店付近

10：50～11：30
13：30～14：00
14：15～14：35
14：50～15：10

４
月
18
日
、５
月
２
日
、16
日
㈯

西ヶ丘・生協前
西ヶ丘（にしがおか公園付近）
崎山・マルイ舗装駐車場
崎山中学校東側駐車場
女遊戸・前川酒店前
赤坂ヘリポート

10：00～10：30
10：45～11：40
13：40～14：00
14：10～14：30
14：45～15：05
15：20～15：40

　住宅（自宅）の再建に関する相
談に、県・市の行政機関、住宅金
融支援機構、建築士、ファイナン
シャル・プランナー（生活設計に
ついての相談）、弁護士（住宅契
約関係）が対応します。相談は無
料です。
■期日　４月19日㈰
■対象　被災後、住まいの再建を
検討している方
【午前の部】

■場所　市役所６階大ホール
■時間／内容　【説明会】午前10
時～10時50分／公的支援制度につ
いて（県建築住宅課）、災害復興
住宅融資について（住宅金融支援
機構）、ライフプランづくりのす
すめ（県復興局生活再建課）【相
談会】10時50分～午後０時30分／

個別相談
【午後の部】

■場所　河南仮設住宅集会所
■時間／内容　午後２時～４時／
個別相談
＜共通＞　■問い合わせ　市生活
課被災者支援室（☎68-9109）

■場所／開催日時　❶ジョブカ
フェ宮古（キャトル５階）／毎週
火曜日午後１時～３時。❷フラッ
トピアみやこ／毎月第３木曜日／
午後１時～３時。❸総合福祉セン
ター／平日午前９時～午後５時に
専用電話（下記番号）で受付。
■対象　福祉の職場に関心のある
人や就労を希望する人
■問い合わせ　岩手県福祉人材セ
ンターキャリア支援員・舘洞（☎
080-8201-0199）　

※婚姻、離婚、養子縁組など、戸籍
の届け出のときは、本人確認のため
身分証明書の提示をお願いします。
※届け出の際、広報への掲載を希望
した場合に載せています。

※
届
け
出
の
際
、
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
場
合
に
載
せ
て
い
ま
す

おめでたおくやみ
３／16～３／ 31（届け出順・敬称略）

♡結婚したお二人♡
中道史典・田中　香　＝里
佐藤佑哉・野崎綾子　＝西町二丁目
大森隆義・岩田美由紀＝小角柄
浅倉　祥・茶畑ひろみ＝磯鶏

■亡くなった方■
坂本隆男 （87）磯鶏西
菅原テルミ （75）泉町
舘石　武 （85）蟇目
袰岩イシ （82）根市
盛合幸子 （66）佐原四丁目
濱田　勲 （73）白浜
小坂　登 （57）臼杵
三河　清 （80）小山田四丁目
小松キクヱ （89）箱石（崎山）
南舘　司 （63）長根四丁目
佐々木キイ子 （88）古里
佐々木トシ （99）近内上
山本ヤスノ （92）小堀内
大上好孝 （94）築地二丁目
伊藤幸子 （82）蟇目
木村ハツノ （92）堺町
城内武治 （96）花輪二
畠山松代 （84）摂待
大久保德雄 （83）松山
在𠩤哲雄 （101）牛伏
澤口幸雄 （73）千徳町
s井トミ （98）熊野町
小野寺ヒナ （86）長町一丁目
三浦禮子 （80）鍬ヶ崎下町
眞石則子 （64）舘下
上田久ヱ （76）日立浜町
小成クニ （95）長根三丁目
小野寺　徹 （47）日の出町
吉田敬子 （69）西ヶ丘二丁目
奥山ハツ （84）熊野町
竹山　一 （79）西ヶ丘三丁目
山根兼松 （88）赤前中乙
江釣子シマ （97）上村一丁目
佐々木イサ （85）神田沢町
s澤トヨサ （89）刈屋

武田樹季（いつき） 小沢二丁目 （幸弘）
盛合まひろ 新町 （靖章）
鈴木善土（よしと） 上村二丁目 （淳一）
舩越奏那（そな） 金浜１ （惇史）
新田結依（ゆい） 磯鶏石崎 （将人）
熊谷妃桜（さくら） 藤の川 （祐太）
滝田晴梧（せいご） 茂市 （吉史）
中嶋　魁（かい） 駒形通 （繁規）
ベイカー慈央（じょう）花輪三

（デイビット ベイカー）　
木村幸愛（さな） 刈屋 （克也）
立花輝希（らいき） 小国 （淳）
立花輝夢（らいむ） 小国 （淳）
田鎖颯大（そうた） 宮町一丁目 （貴雄）
大手一華（いちか） 太田二丁目 （賢一）

生まれた赤ちゃん

住宅再建のための「住まいの
相談会」を開催します
市生活課被災者支援室

福祉のしごと「定期出張
相談会」を開催しています

岩手県福祉人材センター
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お知らせ

　重茂半島線を都市計画道路とし
て決定する都市計画案について説
明会を開催し、案の縦覧を実施し
ます。
●都市計画案の内容
　宮古都市計画道路3・7・24号津
軽石音部線の決定
●説明会
■日時　４月23日㈭午後６時30分
■場所　赤前小学校体育館
●都市計画案の縦覧
■期間　５月12日㈫～26日㈫
※土日は除く
■時間　午前８時30分～午後５時
15分
■場所　県庁都市計画課、沿岸広
域振興局宮古土木センター、市都
市計画課
●意見書の提出
　計画案について、縦覧期間満了
の日までに県知事あてに意見書を
提出できます。住所・氏名・電話

番号・意見を書いて、県庁都市計
画課（〒020-8570盛岡市内丸10-
1）に郵送（５月26日消印有効）、
または持参してください。
＜共通＞
■問い合わせ　県庁都市計画課計
画整備担当（☎019-629-5889）、
沿岸広域振興局宮古土木センター
道路整備課（☎64-2221）、市都
市計画課計画担当（☎68-9108）

　被災した市内の事業者の事業再
開を支援します。各種要件があり
ますので、事前に問い合わせくだ
さい。
■対象　市内の店舗・工場・事務
所などの復旧を行う中小企業者。
個人事業者の場合は市内に住所を
有する人。
※事業再開後、３年以内に被災時
の従業者数を回復することが条件
※過去に同様の補助を受けた人は
対象外

■対象経費　事業再開に必要な被
災資産の新築・購入または修繕に
要する経費（100万円以上） ※新
築・購入費と修繕費のどちらか一
方のみが対象
■補助率　対象経費の２分の１以
内（補助上限あり）
■申請期限　10月30日㈮
■問い合わせ　市商業観光課商業
担当（☎68-9090）

　16歳から69歳までの健康な人
は、どなたでも献血できます（65
歳以上の人は、60～64歳までに献
血経験がある人に限ります）。
　ご協力いただいた血液は、県内
の医療機関で使用されます。
■期日　４月22日㈬
■時間／場所　❶午前10時45分～
午後１時／宮古警察署（神林）、
❷２時30分～４時30分／県立宮古
病院（崎鍬ヶ崎）
■問い合わせ　市生活課市民協働・
男女共同参画担当（☎68-9080）

　立候補届出の手続きなどに関す
る説明会を開催します。立候補を
予定している人、またはその代理
人はご出席ください。
■日時　４月21日㈫午後１時30分
■場所　市役所６階大ホール
■用意する物　立候補届出に必要
な書類を交付しますので印鑑をご
持参ください。※参加できる人数
は、１候補者につき２人（立候補
予定者を含む）まで
■問い合わせ　市選挙管理委員会
（☎68-9123）

宮   古   市   役   所     ☎62−2111
田 老 総 合 事 務 所   ☎87−2111
新 里 総 合 事 務 所   ☎72−2111
川 井 総 合 事 務 所   ☎76−2111

information
人口と世帯

 　　　    （４月１日現在）
人口 56,331人 （-296人）
男 27,017人 （-159人）
女 29,314人 （-137人）
世帯 24,158 （-74）
 （　）内は前月との比較

        （３月１日～31日）
出生 28人
死亡 73人
転入 324人
転出 575人

        （３月１日～31日）
人身事故 ８件
死亡者 １人
負傷者 11人
物損事故 118件

人口のうごき 交通事故

　春の大掃除を５月16日㈯～22日
㈮に実施します。町内会・自治会
での側溝清掃やごみ拾いなどの作
業は協力して行いましょう。
●側溝清掃は５月18日まで
　側溝から上げられた堆積物は、
市の委託業者が19日㈫と20日㈬に
運搬します。側溝清掃は18日㈪ま
でに完了させ、上げた堆積物は必
ず土のう袋に入れてください。
●側溝堆積物以外のごみは分別し

て連絡を
　市の委託業者は側溝堆積物だけ
を運搬しますので、草刈り、ごみ
拾いなどで生じたごみ（燃やせる
ごみ、燃やせないごみ、ビン、缶
に分別）の運搬が必要な場合は、
市きれいなまち推進室（☎64−
6488）に連絡してください。
　消火栓の水を使う町内は、消防
署（☎62-5533）の許可を受けて
ください。

■問い合わせ　市環境課環境保
全担当（☎68-9078）

５月16日〜22日
春の大掃除を実施します

重茂半島線に関する都市計画案の
説明会および縦覧を実施します

県庁都市計画課ほか

献血にご協力を
〜広げよう、献血の輪〜

市生活課

事業用被災資産の復旧費
補助制度をご活用ください

市商業観光課

宮古市農業委員会委員選挙
立候補予定者説明会を開催

市選挙管理委員会
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■問い合わせ　市環境課自然エネルギー推進室（市役所３階、☎68−9079）

あかり  ＆  すむすむ  の
 なぜ？なに？  再生可能エネルギープロジェクト

■日時＝４月 24 日㈮午前 10 時出発　■内容＝ 400 年前の時代を模した衣装で約 100 人が練り歩きます。行
列には南部家第 46 代当主南部利文さんをはじめ、南部藩ゆかりの盛岡、遠野、二戸、八戸の各市長も参加。
また馬３騎も参加します。さらに盛岡さんさと花輪鹿子踊りが参加して盛り上げます。
※当日は岩手銀行宮古中央支店前からの末広町商店街が午前 10時〜 11時に全面通行止めになるほか、近接
した市内道路が一部通行止めになります。ご理解・ご協力をお願いします

「開港時代行列」パレード運行ルート
■問い合わせ　市産業支援センター港湾振興室（☎68−9093）
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みやこハーバーラジオ放送中！　FM82.6MHzのほか「リスラジ」「サ
イマルラジオ」でも聴取可。f77−3936、C826＠miyakofm.com

モバイル
メール

市ホームページ内に、宮古港開港400周年事業の
ポータルサイトがオープンしました！

ｉ広報紙

(iOS) (Android)

宮古港開港400周年

あかり
ちゃん

すむすむ

あかり「宮古エコカーシェアリング株式会社の
佐々木 司さんにお話を伺います。カーシェア
リングが始まって１年が経ちましたが、どのよ
うな人が利用していますか？」
佐々木さん「仕事や観光など、市外の皆さんに
多く使っていただいています。15分単位の短時
間で借りられることや、プラグインハイブリッ
ド（PHV）車が環境にやさしいことなどが好
評です。一方、市内の利用者からは、もっと小
型の車を、自宅に近いところで借りられるよう
になってほしいといった声も聞かれました」
あかり「これからはどのようなことに取り組ん
でいきますか？」
佐々木さん「市民の皆さんに利用しやすいカー
シェアリングを目指したいです。先ほどの声に
応え、小型の電気自動車（EV）を３台導入し、

比較的住宅
が多い和見
町にステー
シ ョ ン（ 車
を借りられ
る場所）を
置きます」
あかり「 ス
テーションは宮古駅前、大通二丁目、市役所に
続いて４カ所目になりますね！」
佐々木さん「他にも便利な使い方として『ワ
ンウェイ方式』の検討をしています。借りたス
テーション以外のステーションに返却できる
システムです。今年中に試験的に始めたいと考
えていますので、ご期待ください」

和見町にステーションが新設されます
小型車も新たに導入！

〜あかりリポート〜

カーシェアリングの
新しい取り組み

※カーシェアリングについての問い合わせは、宮
古エコカーシェアリング株式会社（大通四丁目5ｰ3、
☎63ｰ7300、℻64ｰ1127、C info@miyakoｰecocar.
com、Bhttp://miyakoｰecocar.com）まで。ウェブ
サイトで見られる小田代直子さん出演の紹介動画
もどうぞご覧ください！

宮古消防署

魚菜市場

摂待生花店

東北労働金庫

みどり
公園

宮古駅

公衆
トイレ

宮古第一病院

北日本銀行

豊島医院
児童
相談所

山口小学校

林歯科
クリニック

西公園

山
口
川

宮古地区
合同庁舎

キャトル
宮古

宮古郵便局 宮古信用金庫本店

東北銀行

ツルハ
ドラッグマクドナルド

岩手銀行
宮古中央支店

石川整形
外科医院

三上きも乃会館

ツルハ
ドラッグ

国道106号バイパス

至/小山田トンネル

長谷川駐車場

二幹線沢田自工

小林魚店

安見仏具店

東屋駐車場

中央通り
交差点

ほりた

三浦米殻店

丸善ビル

中屋GS

←至/盛岡方面

至/山田方面

閉伊川

陸中ビル

←至盛岡

←至山口団地

横町通り

大通り

中央通り

宮
古
大
橋

末広町

一方通行

東北銀行宮町支店

宮古小宮古小

｝【岩手銀行宮古中央支店前】
10：00 ～ 10：10

「ミスさんさ」も参加しての
盛岡さんさ踊り披露
10：10 ～ 10：20
開港時代行列出発宣言

【りあす亭】
10：30 ～ 12：00  大澤信子社中によるお琴演奏
※ひっつみ汁お振る舞いもあります（先着400人）
■問い合わせ＝昭和通りのおかみさんもてなし
たい・松原（☎ 62-3632）

【市役所前】
10：45 ～ 10：55  花輪鹿子踊り
によるお出迎え
11：00 ～  お出迎え式

【末広町商店街内】
10：20 ～ 10：30  パレード参加者による「紅白餠まき」
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